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第２回 旅人塾

日本の生きる道～太平洋を目指せ
テロ戦争に金融破綻、未曾有の危機が世界中を襲っています。

いつの時代も、このような「閉塞感」を切り拓くのは、夢と希望に溢れた若者たちでした。
しかし今、未来を担う若い世代に活力がありません。

その象徴として「旅行離れ＝内向き傾向」が深刻化しています。
未知への挑戦、好奇心の大切さ、失敗を恐れない心意気。あなたは次の世代に伝えていますか？

知られざる「太平洋諸国」を舞台に、旅が繋ぐ日本の明日を考えます。
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13:00開場 17:00終了

主催●旅人塾、日本ソロモン友好協会　共催●NPOミクロネシア振興協会　　　写真提供●旅人塾、NPOミクロネシア振興協会　デザイン●木舟雅代

参加申込み、お問い合わせはtabi0228＠funeshu.com(木舟宛)

大学院研究生。米国に３
年間留学｡「自分の足で
歩き､目で見て心で感じ
る！｣をモットーとする｡
現在、バックパッカーの
増えてきた山谷のまちづ
くりを行っている。　　
　

旅人塾主宰。20代後半に
自転車世界一周を達成、
通算およそ70ヶ国を旅す
る。Oh!MyLifeに『銀色
の轍』『我が子を連れて
旅に出よう』連載。旅行
会社勤務、２児の父。　

元在ソロモン臨時代理大
使。ジャパンタイムズ社
を経て外務省入り。３年
前に退官後、日本ソロモ
ン友好協会を結成。理事
長として、両国間の友好
関係増進に努める。　　
　

若者の旅心が
 未来をつくる！
若者の旅心が

 未来をつくる！

Par
t1

13:
30

文京シビックホール 会議室１(定員60名)
東京都文京区春日1-16-21(シビックセンター３階)
※都営大江戸線・都営三田線「春日駅」から徒歩１分
※東京メトロ丸ノ内線・南北線「後楽園駅」から徒歩３分
※ＪＲ総武線「水道橋駅」から徒歩７分
※駐車場　シビックセンター地下１・２階(30分250円)

懇親会(立食形式)を予定しております。
17:30開始 レストランじぇびあん(講道館ビル地下１階)

旅人塾 1,000円　懇親会 3,800円

会場

参加
費用

28

針路は南！太平洋の将来像を描こう
輝く天頂の太陽、手つかずのジャングル、
ロマンの夢が広がる群青の海。
古くからの交易や戦争の歴史など、
海洋国家日本と太平洋の縁は深い。
様々な理由で旅をためらう若者を、
あなたのアイデアで南の島へ誘い出そう。

もっと！旅する力を若者に
格差社会、携帯電話やインターネット。
昨今の若者を語るありきたりのキーワード。
しかし旅行離れの本質は、もっと深いところにあるのではないだろうか？
異文化を楽しみ、挑戦する喜びを感じよう！

Par
t2

15:
00

懇親会

Panelist Coordinator

ミクロネシア連邦国籍、
テューク州ザビエル高校
卒。両親は日本人。宇都
宮大学にて、観光および
ホテル経営を専攻。学外
では、太平洋諸島研究者
フォーラム事務局長。　
　

(株)国産水産技術開発主
席研究員。途上国での技
術協力をライフワークと
する。特に、大洋州とは
20年来の係わり合いを有
し、全島嶼国で水産開発
の実務経験をもつ。　　
　

NPOミクロネシア振興協
会事務局長。経済的な振
興、観光産業の育成、風
力発電機の共同開発を主
導し環境問題に取り組む
など、ミクロネシア連邦
との親善に貢献。　　　
　

ワークショップで
生まれた優秀な
アイデアは、
関係機関の協力を得て
実現化の可能性が
あります！
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文京区民センター

白
山
通
り

大江戸線

丸ノ内線

三
田
線

南北線

中央・総武線

神田川

春日通り

講道館

文京シビックセンター

東京
ドーム

外堀通り

水道橋駅

後楽園駅

春日駅


